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アドバイザー派遣前の私たち



成果を
出せていない

人のDX化が
できていない

管理職の課題



他社員と共有できていない

課題が見つけられない

施策に導けない

・全社員の課題に対する認識がバラバラ　

・根本的な問題解決とならず再発生

社内状態



これまでの
のDX推進活動



機能が把握できない

？？？

えっ・・・？
全社での使い方

システム導入後の
扱い方がわからない...！

課題分析と整理方法

知識やデータの扱い方

「DX」を推進する考え方

課題が表層的？

課題



　 DX型企業への変革
（システムを使う側へ）

・課題解決や、DX推進が
　中途半端

・システムに使われている状態

・ベストな活用方法がわからない

現実理想
・課題解決や、DX推進が
　中途半端

・システムに使われている状態

・ベストな活用方法がわからない

機器やシステムの導入で

課題解決、DX推進ができるはず！

失敗例



・自ら答えを出せる／
　自ら動いて行くための
　考え方

・課題が整理できる

・計画が立てられる

他律型 目指す自律型
・「忙しいから出来ない」　
と優先度を下げる　　

・行動に移せない　

・何から手をつけていいか　
がわからない

人の変革



今回の
の取り組み内容



現状の問題
課題整理 真の課題

課題の洗い出し



（課題リストより抜粋）
洗い出した課題数→48件！
かかった時間→約70時間！

課題の洗い出し



48件の施策策定！
かかった時間→約70時間！

（施策リストより抜粋）

施策の検討



→ 計画設定・ゴール設定の完了！

優先・スケジュールの設定



固定概念の緩和

真の課題が
わかっていなかった
（表面的・他律的）

頭の中の課題整理手法
（4MI分類）

合理的・現実的な
スケジュール設計

4つの学び

アドバイザー支援・課題整理からの学び



課題の掘り下げ方遠回りしていた...

2つの気づき

アドバイザー派遣を受けての気づき



AFFの策定と
MATへの挑戦



AFF



Activity For the Future
全社員の問題認識・課題認識へ



①加工実績時間から利益確認・損益状態の見える化

②仕様書・マニュアル・研修等を出来るように組織改革
　

③人・物・場所など所在情報の明確化

AFFの課題進捗と今後



支援内容

①　優先度

②　人のDX化

気づき

アドバイザー派遣後の進捗と気づき

①　レールの敷き方

②　自走可能な状態へ

③　レールの敷き方・
　　手段の指南



MAT



Method　　　　（工程）

Accumulation 　（収集）

Tools　　　　　（ツール）

そもそも・・・



素人の私たちが
作れる？

出来たら面白い
けど・・・

MAT：チャレンジ



既成の
クラウドサービスが

使いこなせない

アナログ方式
工程表(紙)に

作業実施時間を記録

→算出に手間と時間

MAT：課題



管理画面 社員確認画面

MAT：使用イメージ



カスタマイズ  デジタル方式 　実績蓄積

MAT：効果



まとめ



目指したい「社員が成果を出せる自律型組織」とは？

人材確保環境整備



伝えたいこと
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